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　急速な人口減少局面を迎え、将来の労働力不足が懸念される中で、企業における人材の多様性（ダイバ

ーシティ）を確保すること、とりわけ女性の活躍の推進が重要と考えられます。

　この状況を踏まえ、女性の個性と能力が十分に発揮できる社会を実現するため、女性の活躍推進に関す
る責務等を定めた「女性活躍推進法」が定められています。

　これに基づき当社は、雇用している、又は雇用しようとしている女性に対する活躍の推進に関する取組み

として、2025年4月から2027年3月までの2年間を「第3次行動計画」と定め、下記の通り策定いたします。

行動計画

多くの女性社員の個性と能力が発揮できる企業となることを目標として、以下の通り行動計画を策定
する。

１．計画期間 ２０２５年４月１日から２０２７年３月３１日までの２年間

２．当社の課題

　　課題：女性社員の数が少ない。
　　　　　　・女性管理職の数が増えていない。

　　　　　　・管理職総合職男女の勤続年数に差が生じている。

３．取組内容

目標１ 総合職定期採用において、女性の採用比率を３０％以上とする。

＜対策＞ ・ＨＰ、就活サイト、説明会を通じて女性採用に積極的な企業であることを周知する

目標２ 女性管理職比率を５％以上とする。

＜対策＞ ・社内外の研修や広報を通して、女性活躍の意欲を高める風土を作る。
・キャリア採用における女性採用を強化する。

目標３ 社員の平均所定外労働時間を１５時間／月以下にする。

＜対策＞ ・在宅勤務制度やフレックスタイム制度の利用促進と見直しを図る。
　具体的にはコアレスフレックスタイム制度の導入の検討を行う。
・月間労働時間を把握、上司に報告し、適正な労働時間に努める。

以　上　



【女性の活躍に関する状況把握、課題分析】

１．採用した社員に占める女性の割合（中途採用者含）

２．男女の平均勤続年数の差異

３ 従業員の各月ごとの平均残業時間数

４．管理職に占める女性労働者の割合

５．女性活躍推進法に基づく情報公表


